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　地下構造，特に土層厚は，表層崩壊の発生に関わる重要な一要素である．しかし，地下構造の空間的かつ連

続的な把握には多大な労力と時間を要するため，より効率的な調査手法の確立が望まれる．地下構造の推定手

法として電気探査の有用性が従来より議論されてきたが，実際には深層の水分分布に着目した探査事例が多い

ため，表層における地下構造の可視化を試みる余地がある．そこで，筑波山麓（茨城県）の花崗岩山地におけ

る谷頭凹地を対象として，二次元電気探査，簡易貫入試験，物性値の測定を実施し，表層地下構造の推定にお

ける電気探査の適用性について検討した． 

　電気探査の実施日には，先行降雨がほとんど観測されなかった．電極間隔を0.5 mに設定した探査によ

り，高解像度の比抵抗分布図が得られ，土層（簡易貫入試験による抵抗値Nc = 3）の深度が4000～10000 Ω

mの比抵抗域として可視化された．一方，基盤岩（Nc = 30）の深度と比抵抗域の対応関係は不明瞭で

あった．比抵抗分布図と物性値の測定結果から，探査時には地表面付近は乾燥しており，地下深部は地下水に

より湿潤状態であったことが示唆される．したがって，表層では物質ごとの表面伝導特性の違いが比抵抗値に

反映されたと推定される．また地下深部の岩盤内部では，岩盤地下水に起因する液中伝導特性が比抵抗値に反

映されたと推定される．
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